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図2 レンズマルテンサイトの(a)光学顕微鏡写真， (b)-(f)内部徴視組織を表した TEM像(3) ((b)ミドリブ， (c) 
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作製した片持梁型マイクロサイズ試験片のマイ
クロ曲げ試験における荷重一変位曲線(26)
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変位 (μm)
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図5
助教
図4(.c)， (d)に作製した試験片の走査型イオン顕微鏡(SIM)
像を示す.SIM像のコントラストは図 4(a)，(b)の粒界マッ
プと一致しており，図 4(c)の試験片がサブブロック境界の
みを含み，図 4(d)の試験片が一つのブロック境界のみ含ん
でいることがわかる.また参照試料としてフェライト粒内か
ら単結晶フェライトである片持梁型マイクロサイズ試験片も
作製した.
図5は作製したマイクロサイズ試験片のマイクロ曲げ試験
によって得られた荷重一変位曲線である.サブブロック境界
やブロック境界の存在によって強度が大きく上昇しているこ
とがわかる.この荷重一変位曲線に基づいた強度解析(26)によ
り，大角境界であるブロック境界の強化能は小角境界である
サブブロック境界に比べて非常に高いことが明らかとなっ
た.変形後の組織観察結果もブロック境界の高い強化能を示
唆するものであり，ラスマルテンサイトの強度に対する有効
結晶境界はブロック境界であると結論付けることができた.
本稿では著者が行ってきたマルテンサイト組織の形成機構
および力学特性発現機構に関する研究を駆け足で説明してき
た.近年の高強度化のニーズにより，マルテンサイト組織の
重要性は従来にも増して強まってきている.しかし冒頭でも
述べたが，マルテンサイトの組織形成機構や力学特性発現機
構の理解は未だ十分であるとは言えない.鉄合金マルテンサ
イトの分野はその起源は古いが，大きなブレイクスルーには
やはり恒常的な基礎研究の積み重ねが不可欠であると著者は
考えている.著者が行ってきた研究が鉄合金マルテンサイト
の組織形成機構や力学特性発現機構の解明への一助となれば
幸いである.
本稿の内容の 3，4節は京都大学の牧正志教授(現名誉教
授)，東北大学の古原忠教授，島根大学の森戸茂一准教授の
ご指導の下，そして 5節は東京工業大学の肥後矢吉教授の
ご、指導の下に行った研究である.また現在所属する研究室の
教授である京都大学の辻伸泰教授には日々多くの事を勉強さ
わ終6. 
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